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令和４年２月 24 日 

市民の視点に立った 

行政と地域社会のデジタル変革を推進 

 

 伊達市は、国が推進するＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に呼応

した行政と地域社会全体のデジタル変革をこれまで以上に迅速かつ重点的に推

進するため、令和３年７月に策定した「伊達市ＤＸ推進方針」と国の「自治体

ＤＸ推進計画」に基づく５つの取り組みを軸に、市民の視点に立った行政と地

域社会のデジタル変革を令和７年度まで集中的に進めてまいります。 

 

１ 伊達市ＤＸの５つの取り組み 

（１）市民の視点で進める新たな行政手続の取り組み 

（２）デジタル技術の活用とＢＰＲ（業務見直し・業務改革）の徹底による行政

機能の高度化・効率化 

（３）職員の意識改革・人材育成を含めた組織の変革 

（４）行政サービスのデジタル化を支えるＩＣＴ環境の再整備 

（５）誰もがデジタル化によるメリットを享受できる地域社会の構築 

（地域のＤＸ） 

 

２ 本市における令和４年度の主なＤＸ事業 

（１）市民の視点で進める新たな行政手続の取り組み 

  ・本庁舎おくやみコーナー設置とデジタル手続ガイドの導入 1,685千円 

・LINE公式アカウントによる情報配信と質問対応チャットツールの運用 

1,716千円 

・市税のスマートフォン収納の開始             132千円 

（２）誰もがデジタル化によるメリットを享受できる社会の構築 

  ①デジタルを活用した“産業の振興と関係人口の創出” 

  ・中小企業デジタル化推進（ICTを活用した販路拡大・生産向上の取り組み支援） 3,000千円 

・オンライン観光（観光・物産情報の SNS 配信、デジタル仮想空間での観光体験等）1,716千円 

  ・市内周遊サイクルアプリの導入              3,614千円 

  ②デジタルを活用した“教育の向上” 

  ・市内小中学校でのタブレット活用による学習活動やプログラミング教育

の推進等                        45,957千円 

③デジタルデバイド（情報格差）の是正とデジタル社会に対応した地域人材

の育成 

・高齢者などデジタルに不慣れな方を対象とするスマホ教室の開催 

3,630千円 

・デジタルサポータ育成講座（地域のデジタル人材育成）    542千円 
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３ 本庁おくやみコーナー設置による手続向上のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ デジタルデバイド対策 

 

担当｜総務部総務課 

   電話 024-575-1111 

①現状のイメージ例 

 ※実際の本誌の状況とは異なります。 

②おくやみコーナー設置後のイメージ 


